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要 旨 国立がん研究センター東病院（当院）では先進医療B，保険診療としてのがん遺伝子
パネル検査の実施を通じて，がんゲノム医療実装化のため体制を整えてきた．その一

環として，臨床検査技師，看護師，薬剤師，臨床研究コーディネーター，遺伝カウンセラーから
なるがんゲノム医療コーディネーター（cancer genome medical coordinator : CGMC）チームが
構成され，それぞれの専門性を生かした役割を担っている．多職種が連携して業務を行っている
が，その中で臨床検査技師の知識が役立ち，発揮できる場面が多く存在する．しかし，がんゲノ
ム医療コーディネーターとして全国的に標準化された体制はない．今回，当院における検査補助
説明をはじめとしたCGMCとしての臨床検査技師の役割と今後の課題や展望について報告する．
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はじめに

　厚生労働省から2017年 6 月に報告された「がんゲ
ノム医療推進コンソーシアム懇談会報告書」におい
て，がんゲノム医療の提供に必要な機能を有し，が
んゲノム医療の中核を担う「がんゲノム医療中核拠
点病院」を整備する考え方が提示された1）．2018年
2 月に11施設が「がんゲノム医療中核拠点病院」に
選定され，2019年 6 月にがん遺伝子パネル検査が保
険収載されたことにより，保険診療下での検査が可
能となった．

　国立研究開発法人国立がん研究センター東病院
（当院）では，2018年 4 月にがんゲノム医療中核拠
点病院の指定を受け，2018年 7 月より先進医療B「個
別化医療に向けたマルチプレックス遺伝子パネル検
査研究」が開始された．2019年 7 月からは，保険診
療として「FoundationOne®CDxがんゲノムプロファ
イル」，「OncoGuideTMNCCオンコパネルシステム」
を実施している．
　がん遺伝子パネル検査を実施するにあたり，患者
支援ができるがんゲノム医療コーディネーター

（cancer genome medical coordinator : CGMC）の
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がんゲノム医療コーディネーターに
おける臨床検査技師の役割
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